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　本号の事業報告では、6年ぶりの開催となった日・台・韓の
三国間ネットワーク会議の開催について報告しています。各国
の資源循環に向けた制度、取り組みの状況のほか、廃棄物管理
システムに蓄積されたビッグデータの活用事例などの情報交換
を行いました。
　調査報告では、資源循環、サーキュラエコノミーの取り組み
が進む欧州の状況を把握するため、オランダ・ベルギーの企業
を訪問した内容を報告しています。前編を秋号、後編を冬号に
掲載します。
　今回で 2回目の大迫様の連載では、災害廃棄物対策について、

国の取り組みや自治体が行う災害廃棄物対策のポイント、また、
巨大災害に向けた平時からの備えについて 9頁にわたりご解説
いただいています。
　産廃鼎談では、リバー株式会社の取締役会長の鈴木孝雄様を
お迎えし、鉄リサイクル業界の近代化、今後のリサイクルビジ
ネスについてお話しいただきました。静脈産業と動脈産業の連
携なくして高度循環型社会の実現はできないと、垣根を超えた
総合リサイクル業の必要を強調されておりました。
　最後に、ご執筆いただいた皆様、取材にご協力いただいた皆
様に感謝申し上げます。（広報室）

　先日、出張で富良野を訪れた。周囲に誰もい
ない一本道を歩いてみた。都会の喧騒を忘れ、心
が満たされた。しかし、それと同時に、時間と
お金をかけなければこの景色を味わえないこと
にもどかしさを感じた。都会に住む者は田舎を求
め、田舎に住む者は都会を求める。どこでもドア
があったらいいのに。誰しも一度は妄想する、遠
く離れた場所にワープするといった技術は、我々
が生きているうちは体験できないだろう。
　しかし、実際にその場所に行くことはできない
が、行った気分になれる体験は、メタバース（仮
想空間）において、そう遠くない未来で味わうこ
とができるのではないだろうか。
　現在、デバイスの技術進歩の遅れにより、メ
タバースの普及は難航している。メタバースの
フィールドとなるコンテンツ側は、同時接続の通

信速度や3DCG
のクオリティな
ど既にかなりの
レベルまで達し
ているが、我々
がリアルに近い
と感じるために
は、VRゴーグ
ルに代わる、よ
り手軽でリアリ
ティの高い革新的なデバイスを生み出す必要が
ある。
　デバイスの革命により、メタバースの世界を
現実世界と差異なく感じることができるようにな
れば、どこでもドアを欲しがる人はいなくなるの
かもしれない。
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